
１．目的
　ＪＡ共済では、組合員をはじめ地域住民の生命・財産を危険から守るための保障点検活動はもとより、児童・生徒の文
化活動の支援といった地域貢献活動にも積極的に取り組んでいます。
　特に、この事業の相互扶助の精神を次世代を担う小・中学生に伝えていくとともに、児童・生徒の書写教育に貢献する
ことを目的として、「小・中学生書道コンクール」を開催します。

２．主催　　全国共済農業協同組合連合会 群馬県本部

３．後援　　群馬県・群馬県教育委員会・株式会社上毛新聞社・群馬テレビ株式会社・株式会社日本農業新聞

４．募集要項
　⑴ 応 募 資 格　　市町村ＪＡ区域内の小・中学校、特別支援学校の小学部・中学部に在籍する児童・生徒
　⑵ 応 募 方 法　　児童・生徒は在籍する学校へ提出し、学校は区域内のＪＡへ応募する。なお、学校の区域内に２つ以

上のＪＡがある場合は、いずれか１つのＪＡに応募する。ＪＡは各学校からの応募作品をとりまとめ、
県本部へ出品する。

　⑶ 締 切 り　　令和６年　　月　　日（　）
　⑷ 出 品 点 数　 　「群馬県コンクール」への出品点数は、学校ごとに各学年とも条幅の部・半紙の部ごとに１点とする。
　⑸ 課 　 　 題

　⑹ 作品応募規格
　①用紙　ア条幅の部　タテ約 136cm× ヨコ約 35cm（画仙紙半切）
　　　　　イ半紙の部　タテ約 33cm× ヨコ約 24cm。美濃判半紙は使用しないこと。
　　　　　※条幅・半紙とも、市販のものであれば上記サイズより長短３cm 程度までは可とする。
　　　　　※表装・裏打ち・押印等はしないこと。
　②書体　各学年とも楷書。ただし中学生は行書でもよい。
　③字体　小学校の学習指導要領の学年別漢字配当表に示す字体に準ずるものとする。
　④作品への学年・氏名の記入は次のとおりとする。（図例１）
　　（学　年）　　（氏　　名）　　※半紙で３文字の課題のみ図例２も可とする。
　 　○　年　　  ○○　○○　　　

　小学校１年および２年は、学年・氏名とも「漢数字」「漢字」「ひ
らがな（カタカナも可）」いずれでもよい。ただし、アラビア数
字は使用しない。小学校３年以上は、学年は「漢数字」・氏名は
原則「漢字」とする。
　義務教育学校等の学年表記は「七年、八年、九年」を可能とする。
　なお、次の（ア）～（ウ）に該当する作品は、すべて審査対
象外とする。

（ア）学年・氏名のないもの
（イ）小・中学校の別を記入したもの （例）「小学校一年」「小一」
（ウ）学校名を記入したもの 　　（例）「○○小学校一年」

　⑤作品の左下に次の名札を必ず貼りつける。
　※上記に示す基準に外れた作品は審査対象外とする。

区 　 分 条 幅 の 部 半 紙 の 部

小学生

１ 年 つ ば さ う た
２ 年 は な び く る み
３ 年 秋 ま つ り あ さ が お
４ 年 美 し い 湖 笑 顔
５ 年 友 情 の 証 信 じ る 道
６ 年 豊 富 な 資 源 尊 い 生 命

中学生
１ 年 芽 吹 く 季 節 到 達 目 標
２ 年 言 葉 の 源 泉 国 際 親 善
３ 年 高 鳴 る 鼓 動 風 光 明 媚
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県　名
フリガナ

学校名
市・区・町・村立

（注）学校名は、正式名を記入すること。

学校
学　年 年
フリガナ
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５．審査員
　　　一般社団法人 群馬県書道協会
　　　群馬県
　　　株式会社上毛新聞社
　　　群馬テレビ株式会社
　　　株式会社日本農業新聞
　　　全国共済農業協同組合連合会 群馬県本部　

６．賞
　　① 群馬県知事賞　（１点）
　　　　小・中学校、条幅・半紙の部を通じて最優秀作品　　　　１点
　　② 群馬県教育長賞（１点）
　　　　小・中学校、条幅・半紙の部を通じて優秀作品　　　　　１点
　　③ 上毛新聞社賞　（２点）
　　　　小・中学校を通じ、条幅・半紙の部優秀作品　　　　　各１点
　　④ 群馬テレビ賞　（２点）
　　　　小・中学校を通じ、条幅・半紙の部優秀作品　　　　　各１点
　　⑤ 日本農業新聞賞（２点）
　　　　小・中学校を通じ、条幅・半紙の部優秀作品　　　　　各１点
　　⑥ 全国共済農業協同組合連合会 群馬県本部運営委員会会長賞
　　　　小・中学校を通じ、条幅・半紙の部優秀作品　　　　　各１点
　　※①～⑥の受賞については、重複しないものとする。
　　⑦ 全国共済農業協同組合連合会 群馬県本部長賞
　　　　小・中学校各学年とも、条幅・半紙の部ごとに、金賞・銀賞・銅賞・各１点、佳作については３点以内とする。
　　　　ただし、技量伯仲の場合、銀賞・銅賞いずれか１点を追加入賞させることができる。
　　⑧ 学校賞
　　　　小・中学校、条幅・半紙の部を通じて若干数
　　※①～⑧には賞状と副賞を贈呈する。また、群馬県コンクール出品者には参加賞を贈呈する。

　
７．全国コンクールへの参加

　「群馬県コンクール」において各学年の金賞受賞作品は、全国共済農業協同組合連合会全国本部主催の「全国コンクー
ル」に参加する。

８．入賞者の発表
　⑴「群馬県コンクール」の入賞発表は、入賞者の属するＪＡ並びに在籍する学校に通知するとともに、作品・氏名・学

校名について、「上毛新聞」および「日本農業新聞」紙上に掲載する。
　⑵「全国コンクール」入賞者については、作品・氏名・学校名等を機関紙「ＪＡ共済」誌他、適当と判断した新聞・雑誌・

ホームページ上において掲載する。

９．個人情報の取扱いについて
　応募者氏名・学校名等については、応募者名簿を作成する等のコンクール業務に必要な範囲でのみ利用する。また、「群
馬県コンクール」および「全国コンクール」入賞者については、上記 8 のとおりとする。

10．著作権等の取扱いについて
　入賞作品の著作権および作品の二次使用等に関する一切の権限（著作者人格権を侵害しない程度の加工を含む）は、
応募の時から期間の制限なく全国共済農業協同組合連合会群馬県本部および全国共済農業協同組合連合会全国本部に帰
属するものとする。

11．入賞作品展示会
　入賞作品の展示会については、令和６年 11 月９日（土）～ 10 日（日）けやきウォーク前橋で開催予定。


